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１．はじめに
　これからの教育の課題は何なのか。OECD（経済協
力開発機構）は，PISA調査の結果から日本の子ども
について，勉強離れが進んでいることを指摘し，次の
ような課題を提起した。
○　�思考・判断・表現する能力を必要とする読解や記

述が苦手である。
○　知識・技能を活用する能力が低い。
○　�家庭での学習習慣や生活習慣の水準の低さ。学習

意欲の低下。
○　�自信の欠如。将来への不安。体力の低下。
　新学習指導要領では，このような課題を背景として，

「実社会・実生活に生きて働く力としての確かな学力」
の育成を重視し，各教科においては「基礎・基本を習
得させるとともにそれらを知識・技能として活用でき
るものにしていく」ことを述べている。
　本学園の音楽科では，このような今日的な教育課題
に対応し，音楽的能力の確実な習得と，それが生きて
働くものとして生涯に渡って音楽を愛好する種となる
ことを目的としながら，基礎・基本となる「共通事項」
や技能の「習得」，それらの「活用」，さらに「探求」
といった音楽科教育におけるマネージメントサイクル
を開発し，実践研究によりその有用性を明らかにしよ
うと試みてきた。
　これまでの研究で重視してきたことは，次の４つの
点である。
①　�新学習指導要領で新設された「共通事項」（強弱，

リズム，速度など音楽を形づくっている要素の知
覚・感受）を習得させる。

②　�「習得」，「活用」の過程に思考の拡散と収束といっ
た創造的思考を働かせることにより，学習をより
深める。

③　異学・異校種による学習形態を活かす。
④　�音楽科のカリキュラムで課題とされている「創作

分野」での研究を進める。
　昨年度は，異学年・異校種による創作の授業におい
て，児童・生徒が意見を活発に交流する場面を意図的
に仕組むことによって，各個人の既習内容の共有，深
化を図った。そのなかで課題となったのが次の３つの
点である。
①　�達成感のもてる学習内容の設定や，演奏能力の向

上が必要であったということ。意見を活発に交流
できるだけでなく，創りあげた音楽から感動を得
ることのできる学習にしていくということ。

②　�評価について詳細な研究をすること。生徒の作品
や演奏をどのように評価していくのかということ。

③　�系統性をもったカリキュラムづくりを進めること
ただ題材を並べるだけのものではなく，幼・小・
中の12年間でどのような能力を系統的につけてい
くのかという視点でのカリキュラムをつくる必要
があるということ。

  以上の課題を踏まえながら，本年度は，次のことを
中心に研究を進める。
○　�これまでに引き続き，音楽科学習マネージメント

サイクルについて，実践検証していく。
○　�幼・小・中一貫音楽科カリキュラムを試案する。
　つまり，どのような方法で学ぶのか（音楽科マネー
ジメントサイクル）の実践検証を継続しながら，さら
に，何を学ぶのか（幼・小・中一貫カリキュラム）に
ついて研究を進めていく。

２．音楽科学習マネージメントサイクル
　本研究が提案する音楽科マネージメントサイクルで
は，次のような学習の場を意図的に仕組む（図１参照）。

【習得】
　「共通事項」（強弱，リズム，速度など音楽を形づくっ
ている要素を知覚・感受，また，それらを表す用語や
記号）を確実に「習得」させる。
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【活用】
　創造的思考（思考の拡散と収束）を働かせる。知覚・
感受したものを言語（話し合いなど）や非言語（演奏，
身体表現など）で交流することによって，より深化させる。

【探求】
　「習得」「活用」によって蓄積された能力をもとにし
ながら，音楽について根拠をもって批評し，より豊か
な表現などを「探求」する。
　このような学習サイクルを発達段階に応じて繰り返
すことによって，基本的な音楽的能力やそれを活用す
る能力が培われ，豊かな情操や生涯にわたって音楽を
愛好する態度といった音楽科教育の目的へとつながる
と考える。

３．幼・小・中の系統的な音楽科カリキュラムの試案
　学習は連続しながら積み重なっていくものである。
児童・生徒は，以前の学習と現在の学習の関係を意識
できるから動機づけられる。学習に連続性や系統性を
持たせていくことは，児童・生徒の関心を高め，確実
に力をつけさせていくために不可欠なことである。
本年度，学習内容に系統性を持たせていくために，小・
中一貫音楽科カリキュラムとして，表１のように試案
した。
　このカリキュラムを試案するにあたって，まず考え
たことは，「目標となる能力をできるだけ分かりやす
く分類する」ことである。以下，それらについて説明
する。

【関心・意欲・態度】
　すべての場面で不断に求められる行動である。どの
ような目標をもった授業や場面においても，音楽活動

に積極的な感情をもって取り組むことは常に意識され
るべきである。

【できる】
　器楽や歌唱などの技能の習得である。

【かんじる】
　指導要領で言う「感受」にあたるもので，音楽を形
作っている要素やそれらの関係から，何らかの感情を
抱いたり，イメージ（色や情景など）を浮かべたりす
る行動である。

【わかる】
　２つの行動からとらえる。１つは，音楽の要素やそ
れらの関係を「知覚」することである。もう１つは，
音楽の要素やそれらの働きを表す用語や記号，楽器の
構造や音楽の歴史的・文化的背景などを知識として知
ることである。

【価値づける】
　音楽について，自他の演奏について，以上の「でき
る」「かんじる」「わかる」能力を根拠に，説明したり，
批評したりすることである。
　題材や授業展開，扱う合唱曲などは，生徒実態に応
じて，また，年度によって変化することは当然である。
よって，ここでは，全てのつけたい能力を網羅するの
ではなく，それらをできるだけ一般化したり，「各学
年において新しく学習するもの」や，「その学年で特
に重視したいもの」を述べた。そして，（例）を説明
することで，学習がよりイメージしやすくなるように
考えた。このように幼・小・中一貫のカリキュラムを
とらえていくことで，連続性を持ちながら，確実に能
力を培うことのできるような授業づくりを可能にして
いく。

５．授業の実際
（１）学年
第４学年

（２）題材
　拍の流れにのろう

（３）ねらい
　拍の流れにのって，拍子を感じ取りながら表現した
り聴いたりすることができる。

（４）学習内容
　リズムカードと５音（ミ・ソ・ラ・ド・レ）を使っ
て，４分の４拍子のおはやしの旋律をつくる。

図１　習得から探求の音楽科学習マネージメント1）
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（５）活用を促す手立て
　５音を使った「おはやしの旋律（２小節）」を一人
ひとりがつくり，グループでアイデアを出し合って旋
律をつなげる活動を通して，一つのおはやしの旋律に
仕上げていくことができるようにする。

（６）活動の実際
　第１時では，一人ひとりが４種類の音符を使ったリ
ズムカードを並べながら４分の４拍子に合うリズムづ
くりを行った。音符についての知識が習得できている
子どもは，数種類のリズムカードを組み合わせてつ
くっていた。しかし，音符についての知識が十分でな
興味をもちはじめ，自然に互いのリズムを見合うよう
になっていた。そこで，４分の４拍子になっていない
友だちに「これだったら，１拍足りないよ。」「これ，
多すぎるんじゃない？」と教えてあげたり，同じ音符
ばかりを使っている友だちに「全部一緒？」「これ，お
もしろくないよ。」と工夫を促したりするようになった。

を拡げたり，「ただくり返すだけではおもしろくない
から強弱をつけよう」と演奏の仕方の工夫を考えたり
している班もあった。

　その後，教えてもらったところを直したり，使うリ
ズムカードの種類を増やしたりしてリズムづくりをし
ていた。リズムづくりの活動を通して，自分のイメー
ジを拡げそのイメージに合う音符カードを選んだり，
友だちの声かけから，一人では思いつかなかったリズ
ムをつくったりすることができるようになった。
　第２時では，つくったリズムがおはやしの旋律にな
るように５音を使って旋律をつくっていった。
　第３時では，一人ひとりがつくった旋律を組み合わ
せて，班（４名）ごとに８小節のおはやしの旋律にな
るようにまとめていった。機械的に組み合わせると
しっくりこないなど，これまでの音楽を知覚・感受し
てきた経験をもとに，イメージを拡げまとめようとし
ていた。また，おはやしをこれまでに聴いたことのあ
る子どもからは「おはやしは長い曲だから，くり返し
て長くしよう」と自分の経験をよりどころにイメージ

（７）今後の学習に向けて
　意見交流が活発になり新たな視点を持ち学習に深ま
りがみられるようにするために，子どもの実態を把握
し，班編成を意図的に行っていく。
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６．成果と課題
　音楽科マネージメントサイクルによる音楽的能力の
確実な習得と活用による学習の深化について，授業実
践を積み重ね，検証を進め，その有効性をさらに確認
することができた。各単元における生徒の学習の深化
を評価することもできた。課題としては，各単元や各
学年での評価を持ち寄り，どの学年でどの程度の力を
つけることができたのかを幼・小・中の指導者で確認
し合い，次年度の年間指導計画に活かしていくことが
あげられる。カリキュラムについて各校種で連携する
だけでなく，評価についても確実な連携と次年度への
フィードバックが必要である。
　カリキュラムについては，幼・小・中でつけていき
たい能力を見通し，形にすることができた。内容につ
いてもさらに校種間で連携が必要であるし，図として
の表し方についてもさらに分かりやすくしながら，よ
り有効活用できるものにしていく必要がある。

７．おわりに
　これまで，「音楽科マネージメントサイクル」を開発し，
本学園の音楽科として，学習指導の「方法」について統
一した視点を持ち研究を進めてきた。今年度新たに一歩
踏み出した点は，学習指導の「内容」について統一した
視点を持ったことであり，それは，「幼・小・中一貫音
楽科カリキュラム」として試案した。今後の課題は，「評
価」について統一した視点を持つことである。
　そして，以上のような「方法」，「内容」，「評価」に
ついての枠組みを実践検証するための授業づくり，生
徒が輝き先生も輝ける授業を積み重ねていく。
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